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mudef news is a report on mudef’s current activities,
which aim to change the world in a better way through music and art.
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来年8月に横浜市で行われる第7回アフリカ開発会議
（TICAD）。
その名誉大使にMISIAが就任しました！名誉大使を務

めるのは、2013年のTICAD5に続き2回目。
先日都内で行われたTICAD閣僚会合のレセプション

で、河野外務大臣から正式に発表されました。
このレセプションでMISIAはアフリカとの7つの出会い
についてスピーチ。会場からも大きな拍手が起こりまし
た。 スピーチはmudefのHPも掲載していますので、ぜ
ひご覧ください。
今後、MISIAは音楽やアートを中心とした様々な活動を通し、名誉大使としてアフリカと日本の発展

と平和のために取り組んでいきます。
アフリカには素晴らしい文化や音楽、言葉があり、そして人々がいます。一方で、貧困や教育、経済

や環境といった様々な問題を抱えていることも事実です。
ぜひみなさんもこの機会にアフリカについて、もっともっと知ってもらえたらと思います。今後の

MISIAの取り組みにご注目ください！

【アフリカ開発会議・TICAD】
TICADとは、Tokyo International Conference on African Development（アフリカ開発会議）の

略であり、アフリカの開発をテーマとする国際会議です。
1993年以降、日本政府が主導し、国連、国連開発計画（UNDP）、アフリカ連合委員会（AUC）及

び世界銀行と共同で開催しています。
冷戦終結後、アフリカ支援に対する先進国の関心が低下しました。この中でアフリカの重要性を論じ

たのが日本であり、その実行の証がTICADでした。
現在でこそ、アフリカと各国との間で様々なフォーラムが存在しますが、アフリカ開発に関する

フォーラムとして、日本が立ち上げたTICADは、先駆的存在であると言えます。
TICADプロセスで日本は、首脳会合で公約を発表し、その実施状況を閣僚級会合で確認するなど、フォ
ローアップのシステムを構築しています。着実な支援はアフリカ各国によって高く評価されてきていま
す。(外務省HPより)

石川県の森や里山里海の魅力を再発見する「MISIAの里山ミュージアム2018フォトコ
ンテスト」。今年もたくさんのご応募ありがとうございました。
現在、ご応募いただいた全作品200点の中から、Facebookページの「いいね！」の

数が多い上位5作品を選ぶ「いいね！賞」の審査を実施中です。
Facebookページの「アルバム」にある全応募写真から、気に入った写真や、素敵だ

と思ったコメントの作品に「いいね！」を押して投票して下さい。みなさんの投票で入
賞作品が決まります。ぜひご参加ください！
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投票期間：2019年1月6日（日）まで
Facebook・MISIAの里山ミュージアム：https://www.facebook.com/satoyamamuseum/

http://mudef.net/news/2018/10/12/001026.html
http://satoyamabasket.net/forest/
https://www.facebook.com/satoyamamuseum/
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mudefでは、今年7月に発生した西日本豪雨や、その後の北海道地震での甚大な
被害を前にHOPE FOR JAPANの活動を通して、理事MISIAのライヴ会場などで募
金活動を展開してきました。
同時に、誕生日をきっかけに、子どもたちへの支援を呼びかけるBirthday 

Charityで集まった支援金も被災地へ寄付することを決定し、多くの方からのご協
力をいただきました。

そして今回、クリスマスに合わせて HOPE FOR JAPAN とBirthday Charity の2つの目的から、
「災害で辛い思いや不安な思いをした子どもたちへ」という想いのもと、被災地域の岡山県と北海道胆
振の児童養護施設を中心とした施設に、これまでにいただいた支援金を寄付
することを決定いたしました。
長期間にわたってのみなさまのご協力、本当にありがとうございました。

【寄付予定金額】
岡山県内14施設・・・計500万円
北海道胆振地域４施設・・・計80万円

どちらの施設でも、子どもたちからの大歓迎を受けた健太郎さんに、施設のスタッフの方々もとても
丁寧に、子どもたちの生活や現状、それぞれに抱える事情を説明して下さいました。
施設の案内後、健太郎さんから1人1人にプレゼントの手渡しが。そんな健太郎さんに対し、子どもた

ちがお礼として、歌や、ダンスを披露してくれました。中には、「この日のために練習しました」と、
健太郎さんが出演していたドラマの曲に合わせたダンスを踊ってくれる子どももいました。
そんな子どもたちを前に、健太郎さんは「プレゼントを持ってきたけれど、逆に僕がたくさんのもの

をいただきました。本当に嬉しかったし、来てよかったです」と話してくれました。

ご自身の誕生日をきっかけに、子どもたちへの寄付をよびかけるプロジェク
ト、Birthday Charityにご協力をいただいた俳優の伊藤健太郎さん。
今回、HOPE FOR JAPANの寄付に合わせて、健太郎さん自ら岡山県の児童養
護施設を訪れ、子どもたちにクリスマスプレゼントを手渡して下さいました！
健太郎さんが訪問したのは、岡山市の約60人が暮らす大きな施設と、西日本
豪雨で特に被害が大きかった倉敷市真備町の近くにある、約20人が暮らす施設
の2ヶ所です。

どちらの施設でも、元気いっぱいに飛びつく子どもや、会
えた嬉しさで泣き出してしまう子がいました。
健太郎さんは、そんな子どもたち1人1人に笑いかけて、

握手をしたり、頭を撫でたりして、滞在時間をいっぱいに
使い、子どもたちのために楽しい時間を作り上げてくれま
した。温かい想いのこもった健太郎さんの訪問は、施設
の、そして被災地の子どもたちにとって、これ以上ない最
高のクリスマスプレゼントとなりました。
伊藤健太郎さん、本当にありがとうございました！施設

訪問の詳細は、HPをご覧ください。

http://mudef.net/hopeforjapan/
http://mudef.net/bc/


“We want to make the better world for all children and the future on the earth.”
mudef is a group of artists who share that principle.
We, mudef,  try to contribute to solve the issues the Earth and human beings are facing,
through the special power of music and design that goes beyond borders, languages and races. 
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mudef (Music Design Foundation)
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東京・世田谷区にある国立成育医療研究センターは、日本最大規模の小児・周産
期医療の病院で、日々病気を抱える子どもたちへの高度な医療と、最先端の研究が
行われています。
昨年mudefでは、難病の子どもたちの支援先としてBirthday Charityで集まった

寄付金を寄付していますが、この度センターが新たに医療研究や、病院内での子ど
もたちの生活環境の向上などを目的とした基金を設立。

その基金が「アイノカタチ基金」と命名されました！
「アイノカタチ」は、4人組ボーカルグループGReeeeNのHIDEさんが作詞作曲を担当した、mudef理事
のMISIAの楽曲のタイトルに由来しています。
今回、楽曲が表現する愛の尊さと、「皆様それぞれのカタチで子どもたちに支援を届けてほしい」と

願う基金の目的を表す言葉として「『アイノカタチ』を基金に使用したい」というセンターの希望に、
MISIA、HIDEさんとも快く賛同。さらに、より多くの方に基金を知っていただくためにメッセージも寄
せて頂きました。
ぜひ「アイノカタチ基金」を通して、病気と闘う子どもたちへ、たくさんのサポートを届けてくださ

い！
また、年明けから、この基金のロゴマークを募集するプロジェクトを実施します。2人のメッセージと

合わせて、ぜひHPでチェックしてみてくださいね。
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mudefは大王製紙株式会社とともに、マゴソスクールの女の子、そしてキベラスラムの女性たちに生
理用ナプキンを支援するSNSを活用した「ハートサポート2018プロジェクト」を実施しました。
スラム街に住む彼女たちは生理用品を買うことが難しく、不衛生な代用品を使うことで感染症などの健
康被害が発生したり、汚れでいじめられ自宅に引きこもったりしています。
このプロジェクトは、そんな彼女たちのため、TwitterとInstagramを
使って、集まった「LIKE♥（いいね）」の数の生理用ナプキンをキベラ
スラムに送るという取り組みで、結果、当初の予定を超える200万
「LIKE♥（いいね）」を達成しました！
来年からたくさんの思いのこもったプレゼントを、キベラスラム、そし
てマゴソスクールの女性や女の子たちに届けていきます。その様子も
mudefのHPでお知らせしていくので、ぜひご覧くださいね！

http://mudef.net/news/2018/12/25/001029.html
https://www.elleair.jp/hs/

